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１．調査目的花粉に関する論文は少なく、大学でも評価・検証などが難しく取り上げていないケースが多い。今回3月1日より１ヶ月間のスギ花粉シーズン中に傾向などをつかむための実証実験を行う。①スギ花粉の基本特性を確認する。②給気口型式及びフィルター能力により花粉室内流入の相違を確認する。③人の出入りによる花粉持込み及び日常作業（掃除機掛け等）による飛散及び再飛散　 を確認する。２．調査概要①調査件名東レ建設株式会社　京滋支店②調査場所東レ建設株式会社　京滋支店　第三会議室及び屋外③測定日平成２５年 ３月　１日　（金）～平成２５年 ４月　１日　（月）④調査協力機関環境リサーチ株式会社東京都八王子市小門町6-22TEL 042-627-2810計量証明事業登録　第８８８号作業環境測定機関登録　１３－６４⑤花粉測定器リアルタイム花粉モニター　ＫＨ－３０００－０１　（大和製作所製）※通称：はなこさん

仕様光 学 系 半導体レーダーによる前方及び側方散乱方式測 定 範 スギ、ヒノキなどの２８～３５μmの球形粒子（スギ、ヒノキの花粉粒径はほとんど同じ）吸引大気量 ４.１ℓ/min -1-



３．調査方法① 調査1　スギ花粉の基本特性を確認する。京滋支店第三会議室において室内を可能な限りマンションの気密性に近づけ、花粉を室内に屋外より流入若しくは室内にて散布させた後、花粉モニターにてモニタリングをする。これにより、屋内における花粉の基本特性（浮遊時間等）を確認する。(1)屋外の花粉が飛散している状態で、会議室の窓を解放させ室内に花粉を流入させ　　た後、窓を閉め切り会議室内の花粉をモニタリングを行う。扇風機による風あり。(2)上記（１）で、扇風機を停止した状態。(3)室内を閉め切った状態で、会議室内で花粉を飛散させモニタリングを行う。(4)屋外でにおいて、屋根がある場合と無い場合のモニタリングを行う。(5)屋外において、降雨があった場合のモニタリングを行う。② 調査２　給気口型式及びフィルター能力により花粉室内流入の相違を確認する。第三会議室において、室内を密閉した状態で給気口よりの花粉流入を把握する。また、給気口種類及びフィルター種類により、相違があるのかを確認する。調査方法は、花粉モニター及びスライドグラスにワセリンを塗布しそこに付着した花粉を、顕微鏡により観察及び計測を行う。(1)給気口以外は閉じた状態にし、以下の給気口及びフィルター種類を変更し行う。　

③ 調査３　人の出入りによる花粉持込み及び日常作業（掃除機掛等）による飛散及び再飛散を確認する京滋支店第三会議室において、人の出入りやタオルを振る、掃除機掛け等の日常的に行われる作業をした場合の飛散及び再飛散をモニタリングを行い確認する。(1)ワイシャツ、タオルを室内で振る。(2)掃除機掛けをする。(3)室内への人の出入り及び日常的な行動（座る・服を掃う）をする。(4)タオルを室内で振った時の空気清浄機稼働、停止の比較する。-2-

フィルター　無花粉フィルター自然給気機械給気 フィルター　無給気方式 フィルター種別花粉フィルター普通フィルター
自然給気口（ユニックス製） 型式：ＫＲＰ－ＢＷ花粉フィルター（ユニックス製）：トレフィン１５０ 機械給気口（三菱電機製） 型式：V-08PQF3花粉フィルター（三菱電機製） 形式：P-08QLK



４．調査結果① 京滋支店第三会議室気密試験(1)第三会議室　略図

(2)気密試験　　マンションと同程度レベルの気密性を確保しての実験を想定する。　　シャリエ大津京町の差圧測定値を参考にし、第三会議室にシール等を施し、マンシ　　ョンと同レベルの気密を高める。（下記写真参照）　　マノメータで測定した差圧（㎜H2O)は下記のとおり。排気状態 差圧(㎜H2O) 風速（m/s）排気（強） １.８０ １.５排気（強） ０.８５ ２.３排気（強） ０.２６ ２.９排気（弱） －０.４０ ―排気　あり １.４５ ―排気　あり １.３０ ０.３排気　あり ０.９５ １.４　　マンションと比較すると会議室の気密性は劣るが、同等程度と判断し調査を行う。　　　　差圧測定器（マノメータ）
　　　　ドア・窓等の隙間をテープにてシールし気密性を高める。

シャリエ大津京町第三会議室（気密実施後）
花粉フィルター付　自然給気４か所　普通フィルター　　自然給気４か所　花粉フィルター付　機械給気４か所　花粉フィルター付　機械給気４か所　
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条件
給気なし花粉フィルター付　自然給気１か所　花粉フィルター付　機械給気１か所　

第三会議室面積：２９㎡容積：７８㎥



② 調査1　スギ花粉の基本特性を確認する。確認実験の花粉モニタリング、スライドグラス等測定位置の略図を別添略図１に示す。(1)屋外の花粉が飛散している状態で、会議室の窓を解放させ室内に花粉を流入させ　　た後、窓を閉め切り会議室内の花粉をモニタリングを行う。　　別添　調査①－１　のとおり(2)上記（１）で、扇風機を停止した状態。　　別添　調査①－２　のとおり(3)室内を閉め切った状態で、会議室内で花粉を飛散させモニタリングを行う。　　別添　調査①－３　調査①－４　のとおり(4)屋外でにおいて、屋根がある場合と無い場合のモニタリングを行う。　　別添　調査①－５　のとおり(5)屋外において、降雨があった場合のモニタリングを行う。　　別添　調査①－６　のとおり(6)考察　　自然飛散の花粉、室内での花粉サンプル及び杉枝からの飛散、いずれの場合に　　おいても、ほぼ１分で急激に減少し、３～５分の短時間で花粉モニターによる検出　　はされていない。飛散させた花粉量の差が滞留時間に影響はしていると考えられ　　るが、想像してい花粉の室内浮遊状態は実際には確認されず、短時間で落下す　　ることが解った。　　また、屋外において降雨が発生した場合は降り始めとともに飛散は確認されないこ　　とが解った。　　論文等で発表されている、スギ花粉の性状には直径２５～３５μm、自由落下速度　　約３㎝/sと記載されており、約1分間で１８０㎝落下することから今回の実験結果も　　正しいスギ花粉の浮遊及び落下が確認されたと考えられる。　　上記結果により、窓を解放すれば花粉は室内に流入することは解ったが、給気口　　より、室内にどの程度流入してくるのかが不明なため、調査２において実験を行う　　ものとする。　　また、花粉が濡れることにより水分を吸収し花粉自体が割れ、花粉内よりアレルゲ　　ン物質が出てくることも確認できた。（添付資料２）　　尚、花粉性状等に関する文献を合わせて添付する。（添付文献）-4-



略図１

調査③－２ 調査③－3-5-

花粉モニタリング、スライドグラス等の測定位置の略図

調査①－１ 調査①－2

調査①－３ 調査①－４

調査②－１～②－５ 調査③－１



調査①-1実験日実験日実験日実験日 2013年3月8日 10：15～12：05
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法開放 目張り 目張り 目張り 室外から室内へ自然飛散区別区別区別区別自動計測器A 室内B 屋外結果結果結果結果気象庁観測結果 ※気象庁は1時間間隔の測定のため、5分平均を算出する。時間帯 個/m3 時間帯 個/ｍ３10時 147 10時 1211時 106 11時 8自動計測器

結果結果結果結果屋内での花粉測定個数が、屋外での値と同程度を推移していることから、窓を開けて扇風機で室内への気流を作ることで、室内に花粉が侵入することがみられた。しかし、窓を閉めると、屋内に侵入した花粉はすぐに計測できない程度まですぐに落ちることがわかった。

目的目的目的目的 窓の開放による室内への花粉侵入の確認
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調査①-2実験日実験日実験日実験日 2013年3月23日 12：00～13：50
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法開放 目張り 目張り 目張り OFF 自然飛散区別区別区別区別自動計測器A 室内B 屋外結果結果結果結果気象庁観測結果 ※気象庁は1時間間隔の測定のため、5分平均を算出する。時間帯 個/m3 時間帯 個/ｍ３12時 41 12時 313時 77 13時 6自動計測器

結果結果結果結果室内の花粉の測定データに変化があまり見られないことから、窓を開けるだけでは花粉の流入は少ないと考えられる

目的目的目的目的 窓の開放による室内への花粉侵入の確認①
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調査①-3実験日実験日実験日実験日 2013年3月15日
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 目張り 目張り 目張り OFF(サーキュレータは弱) 花粉試料区別区別区別区別自動計測器A 室内上部B 室内机上C 室内下部結果結果結果結果自動計測器

結果結果結果結果花粉試料を上部から散布しても、室内上部では花粉が観測されなくなり、下部での花粉の観測も断続的であることから、空中での滞留はほとんどしないことが分かった。また、散布方法を変えての調査も行ったが、カウントした花粉量はほぼ変化が見られなかった。

目的目的目的目的 室内での花粉試料を使用した花粉の落下確認
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調査①-4実験日実験日実験日実験日 2013年3月29日
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 目張り 閉じる 閉じる OFF 杉枝を振る区別区別区別区別自動計測器A 室内上部B 室内机上結果結果結果結果自動計測器

結果結果結果結果杉の枝から飛散した花粉は、直後に計測されなくなる。このことから、杉の枝から飛散する花粉は、空気中に漂うのではなく、すぐに落下しやすいことがわかる。

目的目的目的目的 杉枝からの花粉落下実験
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調査①-5実験日実験日実験日実験日 2013年3月19日 15：00～22：00
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法自然飛散区別区別区別区別自動計測器A 露天B テント下結果結果結果結果気象庁観測結果時間帯 個/m3 時間帯 個/m3 時間帯 個/m315時 36 18時 82 21時 10616時 24 19時 9817時 49 20時 90※気象庁は1時間間隔の測定のため、5分平均を算出する。時間帯 個/m3 時間帯 個/m3 時間帯 個/m315時 3 18時 7 21時 916時 2 19時 817時 4 20時 8自動計測器

結果結果結果結果テントの有無による花粉飛散量には、明確な違いがみられなかった。

目的目的目的目的 屋根の有無による室外での花粉量の比較
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調査①-6実験日実験日実験日実験日 2013年3月18日
使用データ使用データ使用データ使用データ・降雨量測定 気象庁観測の滋賀県大津のアメダスデータ参照・花粉自動計測 東レ建設　京滋支店　屋外に設置結果結果結果結果気象庁観測結果時間帯 個/m3 時間帯 個/m3 時間帯 個/m310時 4 13時 8 16時 011時 8 14時 147 17時 412時 16 15時 0※気象庁は1時間間隔の測定のため、10分平均を算出する。時間帯 個/m3 時間帯 個/m3 時間帯 個/m310時 1 13時 1 16時 011時 1 14時 25 17時 112時 3 15時 0結果結果結果結果アメダスデータと自動計測

結果結果結果結果降雨によって、空気中に飛散している花粉は観測されなくなる。雨による大気中での飛散量は少なくなると考えられる。気象庁とのデータの差異は、気象庁の観測地点との位置のずれや観測単位時間の差によるものと考えられる。
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目的目的目的目的 降雨による花粉の飛散影響
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③ 調査２　給気口型式及びフィルター能力により花粉室内流入の相違を確認する。(1)給気口以外は閉じた状態にし、以下の給気口及びフィルター種類を変更し行う。　 別添　調査②－１別添　調査②－２別添　調査②－３別添　調査②－４別添　調査②－５

(4)考察　　上記のスライドガラスの結果では、自然給気+花粉フィルター以外は室内において　　花粉が計測されている。　　また、花粉モニター結果では全ての測定において若干ではあるが、花粉が計測さ　　ている。　　この結果より、花粉発生量は異なるが自然給気口、機械給気口いずれにおいても　　花粉フィルターの効果は期待できると考えられる。　　普通フィルターやフィルターが無いものでは、相当量の花粉流入があることが確認　　され、給気口より花粉の室内侵入は考慮しなければいけない要因であると考えら　　れる。　　尚、室内に流入した花粉は中央付近（給気口から約3400㎜）においてはほとん　　ど検出されておらず、給気口から流入した花粉は給気口付近に落下しているも　　のと推測される。 -12-

花粉フィルター○顕微鏡計測用、スライドグラス
○自然給気口にスライドグラスを装着
○花粉モニターと同地点での採取

機械給気 フィルター　無給気方式 フィルター種別 結果自然給気 フィルター　無普通フィルター花粉フィルター
シャーレスライドグラス（1㎝の枠内にワセリン塗布）

給気口カバーの裏に設置したスライドグラス花粉モニター“はなこさん”シャーレ及びスライドグラス



調査②-1実験日実験日実験日実験日 2013年3月30日 11：55～15：00
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 目張り 自然給気+フィルタ無(給気量　27.1m3/ｈ) ON OFF 自然飛散区別区別区別区別①スライドグラス ②自動計測器1 屋外 A 室内上部2 屋内フィルタ部分 B 室内机上3 屋内フィルタ下部 C 屋外4 卓上結果結果結果結果気象庁観測結果 ※気象庁は1時間間隔の測定のため、5分平均を算出する。時間帯 個/m3 時間帯 個/ｍ３12時 94 12時 813時 8 13時 114時 16 14時 1①スライドグラスカウント　（単位：個）1 1972 4113 104 0②自動計測器

結果結果結果結果自然給気とフィルタ無では、屋内に設置した各スライドグラス(2,3)で花粉が観察された。しかし、部屋の中央に設置したスライドグラス(4)では、花粉は観察されなかった。自動計測器の結果では、屋内のAの位置で花粉が観測された。Bの位置では計測されなかった。

目的目的目的目的 自然給気とフィルタ無での室内への花粉侵入
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調査②-2実験日実験日実験日実験日 2013年3月29日 10：46～11：21
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 目張り 自然給気+普通フィルタ（給気量35.1ｍ３/ｈ） ON OFF 杉枝を振る区別区別区別区別①スライドグラス ②自動計測器1 屋外 A 室内上部2 屋内フィルタ部分 B 室内机上3 屋内フィルタ下部 C 屋外4 卓上結果結果結果結果気象庁観測結果 ※気象庁は1時間間隔の測定のため、1分平均を算出する。時間帯 個/m3 時間帯 個/ｍ３10時 135 10時 211時 147 11時 2①スライドグラスカウント　（単位：個）1 17002 23003 214 2②自動計測器

結果結果結果結果自然給気と普通フィルタでは、屋内に設置した各スライドグラス(2,3,4)すべてで花粉が観察された。自動計測器の結果でも、断続的に花粉が計測された。

目的目的目的目的 自然給気と普通フィルタでの室内への花粉侵入
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調査②-3実験日実験日実験日実験日 2013年3月29日 10：00～10：31
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 自然飛散目張り 目張り 自然給気+花粉フィルタ（給気量8.1m3/ｈ） ON OFF 杉枝を振る区別区別区別区別①スライドグラス ②自動計測器1 屋外 A 室内上部2 屋内フィルタ部分 B 室内机上3 屋内フィルタ下部 C 屋外4 卓上結果結果結果結果気象庁観測結果 ※気象庁は1時間間隔の測定のため、1分平均を算出する。時間帯 個/m3 時間帯 個/ｍ３10時 135 10時 2①スライドグラスカウント　（単位：個）1 5402 03 04 0②自動計測器

結果結果結果結果自然給気と花粉フィルタでは、屋内に設置した各スライドグラス(2,3,4)では花粉は観測されなかった。自動計測器の結果では、屋内に設置したものでも若干であるが花粉が計測された。屋内に設置した自動計測器で観測された花粉は室内で再飛散したものである可能性がある。

目的目的目的目的 自然給気と花粉フィルタでの室内への花粉侵入
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調査②-4実験日実験日実験日実験日 2013年3月29日 16：30～17：03
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 目張り 機械給気+フィルタ無（給気量70.2m3/ｈ） ON OFF 杉枝を振る区別区別区別区別①スライドグラス ②自動計測器1 屋外 A 室内上部2 屋内フィルタ部分 B 室内机上3 屋内フィルタ下部 C 屋外4 卓上結果結果結果結果気象庁観測結果 ※気象庁は1時間間隔の測定のため、1分平均を算出する。時間帯 個/m3 時間帯 個/ｍ３16時 508 16時 8①スライドグラスカウント　（単位：個）1 10462 1753 374 1②自動計測器

結果結果結果結果機械給気とフィルタ無では、屋内に設置した各スライドグラス(2,3,4)全てで花粉が観察された。自動計測器の結果でも、モニタリング中に数回花粉が観測された。

目的目的目的目的 機械給気とフィルタ無での室内への花粉侵入
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調査②-5実験日実験日実験日実験日 2013年3月29日
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 目張り 機械給気+花粉フィルタ（給気量 37.8m3/ｈ) ON OFF 杉枝を振る区別区別区別区別①スライドグラス ②自動計測器1 屋外 A 室内上部2 屋内フィルタ部分 B 室内机上3 屋内フィルタ下部 C 屋外4 卓上結果結果結果結果気象庁観測結果 ※気象庁は1時間間隔の測定のため、1分平均を算出する。時間帯 個/m3 時間帯 個/ｍ３13時 20 13時 1①スライドグラスカウント　（単位：個）1 6722 53 24 0②自動計測器

結果結果結果結果機械給気と花粉フィルタでは、屋内のフィルタ部分(スライドグラス2,3)で花粉が観察された。スライドグラス２でカウントされているが、これはフィルターを通過した花粉ではなく、実験前に付着していた花粉の可能性があるが、今回の調査では判断ができなかった。しかし、部屋の中央部分に設置したスライドグラス4では花粉は観察されなかった。自動計測器の結果でも、屋内でも断続的に花粉が観測された。

目的目的目的目的 機械給気と花粉フィルタでの室内への花粉侵入
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④ 調査３　人の出入りによる花粉持込み及び日常作業（掃除機掛等）による飛散及び再飛散を確認する(1)ワイシャツ、タオルを室内で振る。　　別添　調査③－１　調査③－２　のとおり(2)掃除機掛けをする。　　別添　調査③－３　のとおり(3)室内への人の出入り及び日常的な行動（座る・服を払う）をする。　　別添　調査③－４　のとおり(4)タオルを室内で振った時の空気清浄機稼働、停止の比較する。　　別添　調査③－５　調査③－６　のとおり間干し、花粉が付着したと考えられるタオル等を室内で叩く（タオル　寸法　４０㎝×１００㎝）
掃除機の排気口に設置したスライドグラス

(4)考察　　花粉が付着していると思われる、ワイシャツ、タオルを室内で振った場合、花粉モ　　ニター及びスライドグラスに花粉が確認された。　　屋外で干した洗濯物を室内で干すときにある程度の花粉も一緒に持ち込むことが　　解った。花粉モニターでは、ワイシャツ及びタオルともにかなりの時間で花粉が計　　測されている。これは、タオル等を振るときに風が発生し、浮遊時間が伸びた若し　　くは、タオル等に屋外で付着した花粉類似物質（粒径、形状）が花粉としてカウント　　されているのか今回の実験では不明である。　　掃除機掛けについても花粉は確認されている。これは再飛散及び掃除機排気口　　より室内に飛散していると考えられる。　　人の入退出等の動きがあった場合も、動きの直後に花粉が増加していることが、　　確認された。行動によって異なるが、行動による風の発生、振動及び行動者に付　　着している花粉の落下等によるものと推測される。　　また、追加実験として濡れタオル及び乾いたタオルに花粉を付着させ、花粉脱着　　を実験した。濡れタオルは花粉が落ちずらいことが確認できた。（添付資料３）

花粉飛散日にタオル、ワイシャツ等を屋外に２６
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調査③-1実験日実験日実験日実験日 2013年3月30日 16：11～16：48
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 目張り 閉じる 閉じる OFF ワイシャツ付着分区別区別区別区別①スライドグラス ②自動計測器1 上部 A 頭部※ワイシャツを振りさばいた5分後に設置 B 卓上C 足元結果結果結果結果①スライドグラスカウント　（単位：個）1 2②自動計測器

結果結果結果結果ワイシャツを振りさばくことで花粉が飛散することが分かった。(スライドグラス　1　)自動計測器より、ワイシャツを振りさばいた直後に花粉の計測量が高くなり、徐々に値が下がっていくためワイシャツを振りさばくことで花粉が動き、徐々に落下することがわかる。

目的目的目的目的 ワイシャツに付着した花粉の落下実験
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調査③-2実験日実験日実験日実験日 2013年3月30日 17：22～18：24
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 目張り 閉じる 閉じる OFF タオルに付着分区別区別区別区別①スライドグラス ②自動計測器1 屋外 A 頭部※タオルを振りさばいた5分後に設置 B 卓上C 足元結果結果結果結果①スライドグラス　（単位：個）1 5②自動計測器

結果結果結果結果タオルを振りさばくことで、花粉が動くことが分かった。(スライドグラス 1 )自動測定器の結果より、ワイシャツと比べると数は少ないが、タオルを振りさばいた直後で花粉が計測され、その後徐々に値が下がっており、タオルを振りさばくことで動いた花粉が徐々に落下していくことがわかった。

目的目的目的目的 タオルに付着した花粉の落下実験
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調査③-3実験日実験日実験日実験日 2013年4月1日
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 目張り 閉じる 閉じる OFF 掃除機の排気口杉枝から花粉をばらまき、床に大量に花粉があると思われる状態で実施。掃除機には通常の紙パック（旭化成製　そうじ機紙パック）を取り付けた。区別区別区別区別①スライドグラス ②自動計測器1 掃除機の排気口 A 頭部B 卓上C 足元結果結果結果結果①スライドグラスカウント　（単位：個）1 4②自動計測器

結果結果結果結果掃除機をかけることで、花粉が動くことが分かった。(スライドグラス１)自動計測器の結果から、掃除機をかけた直後で花粉が計測され、その後計測されなくなることから、掃除機によって動いた花粉が徐々に落ちていくことがわかる。

目的目的目的目的 掃除機の排気口からの花粉の再飛散
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調査③-4実験日実験日実験日実験日 2013年3月19日
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 閉じる 目張り ON OFF 人に付着した花粉途中で入室した2名は、屋外にて2時間曝露している状態であった。また、その時間帯の花粉飛散量（気象庁データ）は、1時間当たり160個/ｍ3であった。区別区別区別区別自動計測器A 室内結果結果結果結果自動計測器

結果結果結果結果人が入退室した後にピークがみられたことより、室内へ花粉が動くことがわかる。また室内に侵入した花粉は、人の行動(椅子に座る、歩く、服を払う)による再飛散がみられる。特に、服を払うことによって服に付着した花粉が落下し再度飛散している。人によって、花粉が室内へ侵入する可能性があるといえる。

目的目的目的目的 人による室内への花粉の持込み
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調査③-5実験日実験日実験日実験日 2013年3月22日
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 目張り 閉じる 閉じる OFF 曝露タオル使用したタオルは、区別区別区別区別自動計測器A 室内上部B 室内机上C 室内下部結果結果結果結果自動計測器

結果結果結果結果空気清浄機を稼働させることで、A（室内上部）では稼働前に最高値１４個/ｍ３まで上昇した数値がタオルを振った20分後程度から観測されなくなった。その他の机上や室内下部に設置した自動計測器でもタオルを振った20分後付近から花粉がカウントされなくなっている。

目的目的目的目的 空中に浮遊している花粉に対する空気清浄器の効果検証①稼働
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調査③-6実験日実験日実験日実験日 2013年3月24日
条件条件条件条件窓 出入り口 給気口 排気 扇風機 花粉の飛散方法目張り 目張り 閉じる 閉じる OFF 曝露タオル区別区別区別区別自動計測器A 室内上部B 室内机上C 室内下部結果結果結果結果自動計測器

結果結果結果結果空気清浄機を稼働させない状態では、A（室内上部）では最高値が7個/m3まで上昇したのち、タオルを振った２４分後まで花粉が若干数観測されている。足元や、机の上でも同様の２４分付近まで断続的に花粉がカウントされた。

目的目的目的目的 空中に浮遊している花粉に対する空気清浄器の効果検証②稼働無
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５．まとめ今回のスギ花粉の調査を行い次のことが解った。　①風の影響で窓より室内に侵入する。　②スギ花粉は比較的大きな粒子であり、風のない室内では短時間浮遊後落下する。　③降雨があると飛散しなくなる。また、スギ花粉は水分を吸収しｱﾚﾙｹﾞﾝ物質を出す。　④給気口より室内に流入するが、室内の給気口に近い場所で大部分が落下する。　⑤花粉フィルターは有効である。　⑥人の入退室等で、花粉の持ち込み及び再飛散がある。特に玄関扉開閉による花　　 粉侵入及び玄関からの人の持ち込みにより室内へ侵入する。　⑦人の入退室等で、花粉の持ち込み及び再飛散がある。　⑧屋外に干した洗濯物に花粉は付着し、屋内に持ち込む。また、濡れている状態の　　 洗濯物に付着した花粉は落下しにくくなる。　⑨掃除機掛けで、再飛散が発生する。上記の確認事項より、花粉対策としては、　①花粉飛散時期の窓の開放は極力避ける。　②給気口には花粉フィルターを装着する。　③こまめな清掃を心がける。（特に床の拭き清掃が有効）　④洗濯は外干しを避ける。　⑤人が花粉を持ち込まないための対策を検討する。　　　1．花粉侵入防止対策　　　2．花粉除去対策（清掃方法や空気清浄器等を使用した方法。また、花粉が堆　　　　　積しにくい床材の選定）　⑥空気清浄機等の設置場所を変更する。（花粉等の侵入箇所に近い場所が有効）今回の結果を踏まえ、花粉の侵入ルートである自社マンションの２４時間換気システム及び玄関からの侵入防止と排除の検討を実施し、花粉のみならず有害物質（花粉黄砂・PM２.５など）の侵入を考慮した技術検討を推進したい。
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